
平成２５年度 基礎・基本習得のための実践研究事業

美術科 公開授業
授業者 太田市立宝泉中学校 久保田 裕教諭

１１月２９日（金）、太田市立宝泉中学校において、美術科
の公開授業が実施されました。

当日は、小学校、
特別支援学校の先生
方も含め、県内の各
地から50名を超える
参加者があり、授業
を参観していただく
とともに、熱心な授
業研究会が行われま
した。

【題材名】 ２年 『ふくらむ形 ～思い輝く心の缶詰～』（彫刻）

【本時のねらい】

アイディアスケッチを基に柔らかいアルミニウム板での試行活動を通して、
自己の主題を半立体で表現するための構想を練る力を高める。

【伸ばしたいこと】
＜資質・能力＞
・材料の質感や特性を生かして、主題を美しく表現する構想を練る力

＜知識・技能＞
・重なりや浮き出しの高低などで、立体感や奥行きの
感じが変わる半立体表現のよさの理解

・アルミニウム板を鉄筆などの道具で押し出すことで、
意図した形にふくらませる技能



生徒一人一人が

授業の様子①

１．本時の課題把握

２．ふくらませ方を変えた作例の比較鑑賞

ふくらませ方と輝きの２つの視点で鑑賞し
て、半立体表現のよさを感じ取りました。

４．ふくらませ方の手順の確認

３．断面図や言葉でふくらみや段差をイメージ

【本時の課題】 自分の思いが美しく輝くように、
形のふくらませ方を追求しよう！

画像や動画でこれまでの活動を振り返りました。

どのふくらませ方がいいかな、
そう感じた理由も言ってください。

表面の違い
や２つのふくら
ませ方につい
ても比べてみ
よう。

どのふくら
ませ方が自
分の思いに
合うかな。

５．今日の各自の目標を制作カードに記入

画像や動画でふくらませ方の手順とポイン
トを確認しました。

絶えず表面から、ふくらみ方と輝きの様
子を確かめながら試してみよう。



生徒一人一人が

授業の様子②

８．本時の学習のふりかえり

【授業研究会での意見】
＜よかった点＞
・本番よりも柔らかいアルミ板を用いるこ
とで、生徒が材料の特性を実感しながら、
短時間で効果的な試行活動を行うことが
できていた。

・鑑賞や作品紹介などでＩＣＴを効果的に
活用し、生徒の理解を深めることができ
ていた。

・個々の課題解決に向けて、丁寧な個別指
導がなされていた。

＜改善点＞
・比較鑑賞で半立体表現のよさをとらえさ
せるための視点を明確にすることで、よ
り構想に生かす
ことができた。

・生徒同士の意見
交流により、鑑
賞を深める場面
が設定されてい
てもよかった。

【授業者の感想】
・授業づくりでは、伸ばしたい力の設定に
おいて迷いました。構想する力と技能は
スパイラルに高まるものであると考える
ことも大切だと思いました。題材が楽し
いものでなくては美術の力を伸ばすこと

ができないと思います。
今後も、生徒が楽しいと
言ってくれる姿を思い描
きながら、題材や授業を
充実させていきたいと思
います。

【参加者の声】
・同じ金属を扱う題材でも、試行活動を取
り入れるなどの指導の工夫で、生徒の意
欲や制作に対する考え方が変わってくる
と感じました。

・意見交流も大切だが、個の時間をじっく
りと確保し、集中して制作することの大
切さを再認識させてもらいました。

・美術の専門として多くのこだわりを感じ、
教材研究の深さを感じました。生徒が楽
しんで制作する姿を想像しながら、思い
を込めて教材研究を充実させたいと思い
ました。

６．アルミ板に各自の図柄のふくらませ方を
試行

７．工夫のある作品を全体に紹介

なかなかい
いですね。

この後どう
やっていくの。

教師が工夫のある生徒の作品をデジカメで
撮影し、テレビに映して紹介しました。

個々にじっくりと材料と向き合って、試行
活動を行いました。

制作カードに「よく
できたこと、身に付け
たこと」「本番で気を
付けること、工夫する
こと」を記入しました。
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